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目　　的
　スケトウダラは、主に北海道周辺海域で漁
獲され、我が国の海面漁業生産量の約6%を
占める重要な漁業資源です。しかし、資源変
動が大きく、様々な漁法で漁獲されているこ
とから管理がとても難しい資源です。現在は
国の定めるTAC（漁獲可能量）を軸にした
漁業管理が行われていますが、この限られた
TACを社会で有効に活用するために、これ
まで行ってきた資源変動と漁獲量の分析に加
え、水産加工業も含めたスケトウダラの流通
実態と漁獲量による価格変動の分析を行いま
した。

方法と結果
　スケトウダラの流通と価格変動について主
要な地域での聞き取り調査を行い、データを
収集・分析しました。その結果、北海道では
地域毎にスケトウダラの加工処理能力の上限
があり（図1）、その上限がスケトウダラの
水揚げ単価に大きな影響を与えていることが
わかりました。例えば、ある地域では1日あ
たり可能な加工処理量がおよそ900トンであ
り、これを超える水揚げが続くと加工処理が
追いつかなくなり、せっかく水揚げされたス
ケトウダラを有効に活用することができなく
なります。その結果として、水揚げ単価を大
きく下落させてしまう大きな理由の一つにな
ることが明らかとなりました（図2）。

波及効果
　水産加工業者の多くは、安価な原料が短期
的に大量に供給される状況よりも、ある程度
の値段でも原料が安定的に供給される方が望
ましいと考えています。今後、スケトウダラ

資源が増加しても、地域の水産加工業の発展
とそれに伴う加工処理能力の拡充がなければ、
水揚げされた魚を社会で有効に活用すること
ができません。このため、同じ地域の異なる
漁業種間で水揚げを細かく調整する仕組みや、
より細かな操業計画を立て履行する仕組みが
必要です。これらのきめ細かい取組により、
スケトウダラ資源を増やしながら、安定的な
食料供給を実現することが期待されます。
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図1　スケトウダラ処理能力推定量

図2　�スケトウダラ日別水揚げ量（黒線）と価格（赤線、青線）
矢印は各漁協の単価の下落を示す。左軸は単価（円/
kg）、右軸は水揚量（t/日）を表す。


